
山
やましろ

城　峻
しゅんいち

一  議員

ＺＥＢ化の方針は

ゼロカーボンにつなげる

脱
炭
素
社
会

問　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
ヘ
の
基
本
方

針
は
。

町
長　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
推
進
す

る
上
で
初
期
投
資
の
負
担

や
、
町
内
企
業
で
は
、
人
材
、

情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
で
踏

み
出
し
に
く
い
と
考
え
る
。

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

や
、
新
複
合
施
設
に
お
け
る

Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の

知
見
や
情
報
を
、
他
の
公
共

施
設
や
町
内
企
業
に
も
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
事
例
紹
介
や
国
・
県
の

補
助
制
度
の
周
知
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
全
体
で
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て

い
く
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

問　

発
災
時
に
命
を
守
る

啓
発
活
動
の
取
り
組
み
状
況

は
。

住
民
環
境
課
長　

各
自
主
防

災
会
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

避
難
所
開
設
及
び
運

営
、環
境
整
備
や
、初
期
開
設

時
の
運
用
準
備
状
況
は
。

福
祉
健
康
課
長　

避
難
所
の

運
営
は
、
地
域
住
民
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
避
難
者
が
主
体
的
に
か

か
わ
る
運
用
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
訓

練
を
通
じ
て
、
避
難
所
の
初

期
開
設
手
順
や
役
割
分
担
を

確
認
し
、
環
境
整
備
や
運
営

方
法
の
改
善
を
図
り
、
避
難

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

く
。

新設アプリ

意
見
聴
取
の
構
築
は

活
用
可
能
性
を
研
究
す
る

問　

自
治
体
統
合
ア
プ
リ

「
さ
か
き
コ
ネ
ク
ト
」の
導
入

の
目
的
と
、
従
来
の
情
報
発

信
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

は
。

町
長　

既
存
の
情
報
伝
達
手

段
だ
け
で
は
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
課
題
が
あ
り
、
特

に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
に

不
慣
れ
な
方
は
、
必
要
な
情

報
を
探
す
こ
と
自
体
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
行

政
情
報
を
よ
り
簡
単
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
、
今
年
３
月
末
に
自

治
体
統
合
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
。

　

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
・
魅
力

向
上
を
具
現
化
す
る
た
め
の

重
要
な
施
策
と
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
登
録
者
数
は
。

企
画
政
策
課
長　

８
月
末
で

は
６
５
８
名
で
あ
る
。

問　

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
一
方
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
持
っ
て
い
な
い

方
や
操
作
に
不
慣
れ
な
方
へ

の
対
応
は
。

企
画
政
策
課
長　

デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
併
用
し
、

情
報
格
差
解
消
に
努
め
て
い

く
。

問　

将
来
的
に「
さ
か
き
コ

ネ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
町
民

か
ら
の
意
見
や
地
域
課
題
を

受
け
付
け
る
仕
組
み
の
構
築

は
。

企
画
政
策
課
長　

直
接
的
な

対
話
を
基
本
と
し
、
さ
か
き

コ
ネ
ク
ト
の
定
着
と
情
報
発

信
機
能
の
一
層
の
充
実
に
力

を
注
ぎ
、
活
用
可
能
性
の
研

究
を
続
け
て
い
く
。

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

さかきコネクトのトップページ

議会だより　さかき　No.182 議会だより　さかき　No.18213


